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資料23：医師の需給に関する検討会中間報告書（概要）＊1

医師の需給に関する検討会＊2（2005．7．27）

1．はじめに

○医師の需給に関する諸課題のうち，医師の偏在によ

　る特定の地域や診療科における医師不足といった，

　喫緊の課題としてできる限り早期に手当てすべきと

　考えられるものに関する施策について，本検討会に

　おける議論を取りまとめたもの．

2．医師の需給に関する現状についての議論

○平成10年の「医師の需給に関する検討会報告書」

　においては，医師の需要を最大，医師の供給を最小

　に見積もっても，平成29年には医師は過剰になる

　という推計が示されている．

○本検討会では，今後，最終報告書に向けて定量的な

　調査・分析を行っていく必要があるが，医師の需給

　についての現状に関する，現在までの主な議論は以

　下のとおりである．

　（1）患者及び医師の双方から見て，医師は不足し

　　　ていると感じられる場面が多い

　（2）医療機関，診療科，時間帯，地域による医師

　　　の偏在があるのではないか

○上記（1）の理由としては，イソフォームド・コンセ

　ントの普及をはじめとした患者と医師の関係の変容

　などの需要側の変化，女性医師の増加などの供給側

　の変化が考えられる．

○ヒ記（2）の理由としては，病院の勤務医から開業医

　へといった医師のシフトが起こっていることや，医

　師の間に特定の診療科や地域に行くことを避ける傾

　向が高まっていることなどが考えられる．

3．当面の対応策

○医師の偏在による特定の地域と診療科における医師

　不足は深刻な問題となっており，喫緊に対応すべき

　である．それらに対する当面の対応策として考えら

　れるものは以ドのとおり．

　（医師不足地域における医師確保（へき地の医師確

　保を含む））

　　医師のキャリア形成における地方勤務の評価な

　ど，地方勤務への動機付け

・地方医療機関と勤務希望医師のマッチソグなど，地

　方勤務への阻害要因の軽減・除去

・医学部定員の地域枠の拡大など，医師の分布への関与

・医師の業務の効率化など，既存の医療資源の活用

　（医師が不足している産科等特定の診療科における

　医師確保）

・ 診療報酬での適切な評価による，不足している診療

　科への誘導

・ 診療所の医師も含めた地域の連携・協力体制の構築

　による，不足している診療科における診療の負担の

　軽減

・医療資源の集約化の推進など，既存の医療資源の活

　用

4．今後の検討課題

○最終報告書に向けての将来の医師需給の推計は，本

　中間報告書で述べたような変化を十分考慮に入れた

　ものとすべきである．また，労働法規の遵守の影

　響，医師養成の在り方などの検討課題について，引

　き続き議論を進めていくべきである．

＊1http：／／www．mhlw．go．jp／shingi／2005／07／sO727－

7a．html（accessed　18　July　2006）
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